
（一社）雲南市観光協会

（説明事項）

１、貸切バス代助成

２、神楽助成

３、主な有料施設
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貸切バス代助成のご案内

乗客数 助成額
１０人～１５人 １５，０００円
１６人～２０人 ２０，０００円
２１人以上 ３０，０００円

１、事業の目的
当市への団体客誘致を通した経済支援と当市の魅力をもっと多くの皆様に発信することを目的とする。

２、実施期間（旅行期間）
令和５年５月８日～令和６年２月２９日まで

３、助成する金額
助成金額（先着順―申請書提出順）
＊１旅行事業者当たりの限度額は６万円、但し同事業者であっても支店又は営業所が異なればこれに限らない。
助成金対象期間であっても限度額に達し次第終了させていただきます。

４、助成要件
①受注型（手配旅行）、募集型どちらでもよい
②日帰り、宿泊どちらでもよい
③宿泊の場合市内ホテル及び旅館に宿泊、日帰りの場合有料施設利用（有料ガイドも含む）１か所以上及び雲南市内食事施設（弁当注文も含む）を利用すること
④旅行の出発帰着は市外であること
⑤他の助成と併用しても構わない（但し、雲南市の神楽助成制度との併用は不可）
⑥貸切バス１台あたりの乗車人員が１０名以上であること。（乗務員、添乗員は含まない）
⑦以下のものは対象外とします。
ア）観光目的外（宗教、政治、興行、学校行事大会）のもの
イ）会長が不適切と認めたもの



出雲神楽「簸の川大蛇退治」



出雲神楽

・出雲地方に伝わる伝統芸能。古事記や日本書記に挿入されている「出雲

神話」を題材にした演目が中心。

市内には１６の神楽団体があり、市内外の
イベントにも出場しています。又市内宿泊
施設への出張神楽も可能です。
・神楽の宿での貸切神楽の場合
【料金】７０，０００円（１演目）
【上演日】 要相談
【上演時間】 要相談
【神楽の宿入場料】１００円／１人

★詳細は雲南市観光協会へお問合せ下さい。



雲南市内神楽公演ツアー助成事業フローチャート
  

 

 雲南市内ツアーの神楽鑑賞における公演団体の出演料を雲南市において負担します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認定対象事業】 

 次の条件をすべて満たしている団体向け「募集型企画旅行」、「受注型企画旅行」が対象。 

①ツアー内で神楽鑑賞を設定し、会場は「神楽の宿（雲南市大東町）」とすること。 

  ※神楽の宿入場料は、別途１００円／人はかかります。（団体割引なし） 

②雲南市内の観光施設や有料ガイド等の利用、または食事処に立ち寄ること。 

③ツアー設定日については、毎週木曜日以外（土曜日は応相談）での企画とすること。 

 

旅行業法に基づく旅行業の登録を受けている旅行業者 

（申請者は、旅行を行う団体ではなく旅行事業者です。） 

（一社）雲南市観光協会 

雲南市観光振興課 

①認定申請 

 （申請書） 

⑧出演料支払 

②内容審査 

③神楽団体 

連絡調整 

④団体決定 

⑤募集開始 

⑦内容審査 

⑥実施報告 

 （報告書） 
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歴史文化

たたら ・・・１０００年以上も前から中国山地や奥出雲地域で操業されていた木

炭と砂鉄を燃焼し、鉄をつくる製鉄法

菅谷たたら山内
（関連施設）

菅谷たたら高殿

日本遺産に認定された
中心的建造物で、日本
の鉄づくりをリードし
てきた、鉄師御三家筆
頭田部氏の唯一現存す
る高殿。
【入場料】３１０円

２６０円（20名以上）

【休館日】月曜日＊但し祝
日の場合翌日、年末年始
【営業時間】9:00～17:00
（入場は16:00まで）



鉄の歴史博物館 たたら製鉄の歴史と
技術をテーマとし、
生産された製品や古
文書などを展示。
ここでしか見られな
い、たたら製鉄の貴
重な操業ビデオを観
賞できます。
【入場料】５２０円

４１０円
（20名以上）

【休館日】月曜日＊祝日の
場合は翌日、年末年始

【営業時間】9:00～16:00
（入場は16:00まで）



田部家土蔵群 たたら製鉄で繁栄
した田部家の２０
もの白壁土蔵群が
整然と立ち並び、
当時の繁栄ぶりを
うかがい知ること
ができます。
【料金】無料
＊ガイドを有料で手配
することができます。
2時間／２，０００円

【休み】なし

【時間】日の出～日没
＊特に決まりなし



体験（全施設事前予約が必要）

市内の豊かな自然に育った農作物（果物や野菜）の収穫体験を楽しむことができます。

施設名 体験内容 時期 料金
（税込）

受入れ人員
（最大）

三島ファーム いちご狩り ３月中旬～５月下旬 1,500円 ２０名

前室ぶどう園 ぶどう狩り ９月上旬～１０月中旬 800円 ３０名

波多観光農園 栗拾い ９月上旬～１０月上旬 1kg=900円 ４０名

奥出雲マザーズ 巨大唐辛子収穫体験 ８月上旬～１０月下旬 500円 ４０名

2023年4月1日現在



店名 連絡先 最大人員 メニュー（一例）

１ 割烹すぎ原 0854-74-0118 40人 松花堂ランチ

２ 国民宿舎清嵐荘 0854-75-0031 50人 和定食各種

３ 曽田屋 0854-43-2458 50人 和食

４ 田丸屋 0854-42-0213 40人 雲南スンドゥブ鍋

５ ふじみつ 0854-42-0356 40人 奥出雲ポークのレタス鍋

６ 茅葺の家（室山農園） 0854-42-0238 40人 地元郷土料理（自家製野菜）

７ お食事処おくい 0854-42-0337 50人 焼きさば寿司

食
雲南市は寒暖の差が激しく、その気象条件を生かしたお米は非常においしく、又多種類の野菜や

キノコ類の栽培も盛んです。尚ここでは団体で食事が可能な店舗を紹介します。

食事単価、内容につきましてはそれぞれの店舗へお尋ね下さい。



温泉 出雲湯村温泉
約1,300年前に編纂された出雲の國風土記に「漆仁の湯」と記され、斐伊川の清流を望む山峡のたた
ずまいが落ち着いた風情を醸し出す、自然の中の薬湯リゾートです。

温泉名 施設名 客室数 特徴

出雲湯村温泉 国民宿舎清嵐荘

令和２年１１月
にグランドオー
プン

洋室６室（内３室は浴室付）
和室３室（内３室は浴室付）
和洋室１２室（内６室は浴室付）

大浴場（男女）
露天風呂（男女）
家族風呂２
全室禁煙ルーム（喫煙室有）
無臭無色、アルカリ性単純
泉低暖和温泉

イメージ



温泉
島根県内には多くの温泉が湧いており、ここ雲南市でも日帰り入浴施設を中心にいくつかの施設があります。

 ここでは団体客も宿泊できる温泉旅館について紹介します。

温泉名 施設名 客室数 特 徴

海潮温泉 海潮荘 和室16室 洋室2室 全国秘湯の会会員。立地条件は大変静かな川沿いに
あり、天然露天風呂が自慢の宿。食事は地元の食材
（奥出雲和牛や棚田で収穫されたコシヒカリなど）
を中心に使用し、庭園を眺めながらお食事を愉しむ
こともできます。



（一社）雲南市観光協会
〒690-2404
島根県雲南市三刀屋町三刀屋７３－４
℡0854-47-7878 Fax0854-47-7879
Email:u-kankou@unnan.or.jp

担当者／内藤

ツアーの企画、手配、問合せは下記までお願いします
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